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⑳宥集委員になって10ヶ月が過ぎました．垢集活動  

を通じて，ORというテーマをなるべく多くの方々に  

とって興味探く，理解しやすい「読み物」にすること  

が如何に難しいかを痛感しています．  

⑳今月から「事例紹介」コ【ナHを開設しました．  

ORは問題解決のための学問と言えます．理論や手法   

）   の研究の大切さは言うに及ばず，これらをどのように  

適用して実際の問題を解決するかも重要な課題であり，  

また実務上の問題解決を通じて新たなORの理諭的，  

方法論的課題が導き出されることもあります．OR誌  

では従来から査読付きの「論文・事例研究」を掲載し  

ていますが，このような観点から査読付きの学術論文  

としての厳密性や体裁に拘らず，現実の問題の背景や  

解決の難しさなどを紹介した親しみやすい記事の掲載  

を目的として新設しました．  

⑳さて今月は「最近のネットワボクエ学技術の動向」  

特集です．目覚しい技術革新が続くこの分野の中から，  

最新技術の解説から具体的事例における手法適用の話  

題，プロトコルスタックの比較的低いレイヤから上位  

レイヤの話題，実開化されている技術から将来技術の  

話題など幅広い範囲を東京大学の着席恭先生に多角的  

な視点でオ”オナイズして項きました．改めてネット  

ワーク†工学における課題が多岐にわたっていることが  

よく理解できます．  

⑳情報通信ネットワ【クの設計・運用・管理において  

は「ソリューション」という言葉かよく使われます．  

ソリューションサゎビスでは製造業で行われてきた品  

質管理や生産管理などの考え方を情報通信ビジネスに  

焼き直したものが多くあり，そこで利用される手法や  

アブロ肘チにはORが多くあると感じます．本特集に  

より，今後のネットワーク工学におけるソリューショ  

ン（＝問題解決）の場でORがさらなる活躍をするこ  

とを額う次第です．  （矢田 健）  
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